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このたび、アップルコンピュータ株式会社をはじめ

関係者の皆様のご協力により、A p p l e S c r i p tユーザの

方々を支援するためのプログラム「A p p l e S c r i p t救急

隊（ASQs）」を発足する運びとなりました。

A p p l e S c r i p tは、M a c i n t o s h環境の自動化・統合化

のための非常に強力なツールです。しかしこれまで、

それを使いこなすための情報や技術支援があまりにも

不足していました。私たち「A S Q s」は、このような

状 況 を 打 破 し 、 ビジ ネス ユー ザの皆 様に 、

A p p l e S c r i p tを広くかつ安心してご活用いただくため、

アップルコンピュータの力強いご支援の下に、ソリュ

ーション・オリエンテッドなスクリプティング・サポ

ートを提供してまいります。

この機会に、一人でも多くの方々に「A S Q s」にご

加入いただき、A p p l e S c r i p tの持つ大きな可能性を皆

様のビジネスにお役立ていただければ幸いです。

A p p l e S c r i p tは、一般的なビジネスはもとより、パブリ

ッシングやマルチメディア、W e b上でのC G I開発等々、あ

らゆる分野で無限の可能性を提供し得る重要な技術であ

り、スクリプティング・ソリューションの普及は、弊社の

ビジネス市場に対する最重要課題の一つであると捉えてお

ります。

そのAppleScriptのサポート・プログラムである

「A p p l e S c r i p t救急隊（A S Q s）」が、株式会社フォーサイト

を中心に、しかもこの日本において初めて発足できること

は、今後の弊社のビジネス市場展開にとって強力な支援活

動になるものと期待いたします。

弊社は、将来に亙りこの「A S Q s」の活動を全面的にサ

ポートして参ります。より多くのビジネスユーザの皆様に

「A S Q s」にご加入いただくことで、A p p l e S c r i p tによるさ

らに高度な、また生産性の高いM a c i n t o s h環境が皆様方の

ビジネスのお役に立つことを、切に願っております。

代表取締役　松下　典聖

代表取締役社長　原田　永幸
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日頃使っているアプリケーションを連携させて、定型業務を自動

化する自分専用のアプリケーションを作り出すことができる。

A p p l e S c r i p tを使いこなせば、業務の効率が飛躍的にあがるのではな

いか。そんな期待を胸にA p p l e S c r i p tにチャレンジし、くじけてしま

ったビジネスユーザの方が意外に多いのではないでしょうか。

A S Q sは、株式会社フォーサイトがアップルコンピュータ株式会社

の全面的な協力の下で提供する、世界初の組織的かつ統合的な

A p p l e S c r i p tサポート・プログラムです。A S Q sは、多数の内外アプ

リケーション・ベンダーとも連携し、ビジネスの現場での

AppleScript利用に関する迅速かつ高度なサポートを提供します。

1
アップルコンピュータが支持する

世界初のAppleScript統合サポート・プログラム

A S Q sは、A p p l e S c r i p tに関連した幅広いサポートを展開します。

スクリプトライターの質問に対して回答する技術支援をはじめ、会

員専用のW W Wサーバを使ったA p p l e S c r i p t入門講座、F A QやC D -

R O Mによるサンプル・スクリプト配布などの情報提供。さらに

A S Q s主催のA p p l e S c r i p tセミナーへの優先ご招待や、カスタム・ソ

リューション構築のご相談など、スクリプティングに関するすべて

のユーザのニーズに広くお応えします。

3
ビギナーからパワーユーザまでを対象とする

広範なサービス

A S Q sは、忙しいビジネスユーザや

企業内 I S担 当者などの皆様に、

A p p l e S c r i p tに関するソリューション

情報を効率よくお届けします。さまざ

まな形態でご提供する、A p p l e S c r i p t

に関するアドバイス、情報、サンプル

などのリソースは、すべて実用性の高

いものであることを目指しています。

例えば、スクリプトのサンプルや御紹

介するソリューション事例は、一般の

入門書や雑誌付録のC D - R O Mで見か

けるようなものではなく、業務に直結

するヒントやすぐに日常業務に流用で

きるものが中心になります。
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A S Q sは、より高度なサポートを展開するため、米国アップル本社

のA p p l e S c r i p t開発スタッフとの協力関係を結びました。これによっ

てA S Q sは、一般のスクリプティング・フォーラムでは得られない最

新情報や判断の難しい高度な問題に対しても、開示可能な範囲内で、

会員の方々に技術サポートすることが可能です。

もちろん、主要アプリケーション・ベンダーとも同様の協力関係を

広く進めて行きます。

5
米国アップル本社の

AppleScript開発技術者との連携

A S Q sを主催する株式会社フォ

ーサイトは、PreFab Playerや

D a t a S c r i p tなどA p p l e S c r i p t関連

製 品 を開 発 ・ 発 売す る 他 、

A p p l e S c r i p tを使った数多くのビ

ジネス・ソリューションを構築

してきました。こうした現場で

蓄積したノウハウを会員の方々

のために積極的に提供して行き

ます。

また、AppleScriptを支持する、

内外の著名なスクリプティン

グ・コンサルタントやデベロッ

パの方々にもご協力を仰ぎ、よ

り充実した情報とソリューショ

ンを提供します。

4

充実したスタッフ
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A p p l e S c r i p tを使って、普段お使いのアプリケーションを自動化したり統

合することで、さまざまな付加価値が生まれます。しかし、A p p l e S c r i p tの

記述は簡単なようですが、壁にぶつかった時には経験に基づく情報の蓄積が

ものをいいます 。こうした場合、本来の業務に多忙なビジネスユーザの方々

には、開発時間の捻出も大変なはずです。

A S Q sでは電子メール（またはF a x）で、A p p l e S c r i p tやスクリプティング

に関するご質問を受け付け、できるだけ迅速にご回答します。「スクリプトを

書いたが、動かない。なぜ？」「こういう自動処理をしたいのだが、どう書い

たらいいの？」等々、A p p l e S c r i p tやスクリプトの作成に関する疑問・質問

をお寄せください。

1
スクリプト作成のための疑問にお答えします

A S Q sでは、A p p l e S c r i p tを使ったさ

まざまなテーマのソリューション構築

をお手伝いします。

「A p p l e S c r i p tを使ってこういうこと

をしたいが、どんなアプリケーション

を使えばいいのか？それには、どんな

ツールがベストなのか？」。M a c i n t o s h

ユーザの方々から日々生まれ続ける、

こうしたソリューション指向の疑問や

質問に対し、A S Q sは蓄積されたスク

リプティング・ノウハウを駆使してお

応えします。A S Q s会員の方々には、

株式会社フォーサイトが提供するイー

ジーオーダー・スクリプティング・サ

ービスである「S c r i p t E a s e」を会員価

格でご利用いただけるほか、さらに複

雑・高度なカスタマイズについても特

別価格でご相談に応じます。
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A S Q s会員専用のホームページや電子メールを使

い、さまざまな事例紹介やA p p l e S c r i p tに関する

F A Q、初心者向けのA p p l e S c r i p tセミナーなどを公

開します。 また、海外のS c r i p t W e bをはじめとす

るA p p l e S c r i p t関連の主要W W Wサイト上の情報な

どを翻訳し、よりわかり易い形で会員の方々に提供

します。

3

WWW/E-Mailを使った情報提供
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A S Q sでは、アップルコンピュ

ータ株式会社と協力し、スクリプ

ティングに関するエキスパートの

資格認定を実施します。

この資格を取得された会員は、

A p p l e S c r i p tによるソリューショ

ンを提供できる優れた技術者とし

て認められ、またA S Q sの協力ス

タッフの一員として、A S Q s会員

への技術指導、各種A p p l e S c r i p t

セミナーでの講師など、さまざま

な形でA p p l e S c r i p tの普及に参加

していただくことが可能です。是

非、この制度を皆様のビジネスチ

ャンスにご活用下さい。
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A S Q sが独自に編集する、

A p p l e S c r i p tのサンプル・ス

クリプトやソリューション事

例などを収録したオリジナル

C D - R O Mを、会員に無償で

配布します。

7

オリジナルCD-ROM

の配布

A S Q sにご協力いただける

サードパーティ各社の製品

をはじめ、スクリプティン

グに役立つ各種ツールやア

プリケーションを、A S Q s会

員の方々に特別価格にてご

提供して行く予定です。

8

ASQs関連製品の

特別価格でのご提供

全国各地で開催を予定してい

る、A S Q sが主催あるいは後援す

るA p p l e S c r i p t関連セミナーに、

A S Q s会員優待価格でご参加いた

だけます。会員の皆様のスキルア

ップやソリューションのヒント、

あるいはエキスパート資格取得に

お役立てください。
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主要な市販アプリケーションの中には、A p p l e S c r i p tに対応していないもの

も数多くあります。A S Q sでは、A p p l e S c r i p tの機能を拡張するさまざまなツ

ールを連携利用することにより、現時点ではA p p l e S c r i p t非対応のアプリケー

ションについても、可能な限りサポートして行きます。

4
AppleScriptに対応していない

アプリケーションの自動化もご相談ください
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こういった方々には

ASQsへの入会をおすすめします。

①印刷会社にお勤めのAさんの場合

Aさんは、印刷会社で普段はP h o t o s h o pやI l l u s t r a t o r、Q u a r k X P r e s sといった

ソフトを使って仕事をしています。が、定型作業も多く、なんとか自動化できな

いものかと考えていました。

そこでA S Q sに加入し、簡単なスクリプトは自分で作って、作業の効率を上げる

ことができるようになりました。また、込み入った作業をやらせるために大きな

スクリプトを開発する必要があるときには、A S Q sのソリューション開発サービ

スを使い、効率よく作業をこなしていらっしゃいます。

②ファイルメーカーProで顧客管理をされている

営業部のBさんの場合

Bさんの部署では、ファイルメーカーP r oで顧客管理をしていま

すが、この情報をもう少し活用したいと考えていました。例えば、

製品を購入して1年たったお客様があるときには、それを自動的に

担当営業に電子メールで伝えたい、といったようなことです。

そこでA S Q sに加入したところ、送られてきたC D - R O Mに似たよ

うなサンプルがあったので、それを参考に、サポートを受けなが

ら、希望のシステムを構築することができました。



③社内WWWサーバの管理をされている

情報システム部のCさんの場合

Cさんは、社内のイントラネットでW W Wサーバの管

理をしています。簡単に導入できるということで、

M a c i n t o s hでW W Wサーバを構築。快適に運用してい

ましたが、ユーザから、既存のファイルメーカーのデ

ータベースとW W Wサーバをリンクしたいという要望

を受け、A p p l e S c r i p tでC G Iを構築することになりまし

た。けれども、C G IでのA p p l e S c r i p tはなかなかうまく

動きません。そこで、A S Q sのサーバーからサンプル

スクリプトをダウンロードし、またサポートを受ける

ことによって、短期間で解決することができました。

6
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ASQsへ入会するには、入会金と年会費、およびご希望の

「A S Q sクレジット」の代金をお支払いただく必要があり

ます。年会費は、A S Q sが提供するサービスを受けるため

の基本料金ですが、A S Q sに質問するためには、別途

「A S Q sクレジット」が必要です。もしクレジット数が不

足した場合でも「A S Q sクレジット」を追加購入されるこ

とにより、いくつでも追加質問を行うことが可能です。

（ただし、スクリプト・レベルでのご質問には、１件にき

複数クレジットが必要となる場合があります。詳細は、

本ご案内に挟み込みの別表をご参照下さい。）

魚井宏高　　　　大阪大学基礎工学部

大川　寛　　　　株式会社システム・クリニック　代表取締役

公認情報システム監査人

鎌田幸雄　　　　「Q u a r k X P r e s sユーザーのためのA p p l e S c r i p t入門」

等の著者

こばやしゆたか　「AppleScriptミニミニリファレンス」等の著者

酒井皇治　　　　有限会社ニコラテスラ　代表取締役社長

田中求之　　　　福井県立大学経済学部

長島行人　　　　株式会社イントリーグ　取締役会長

（五十音順、敬称略）

AppleScript救急隊（ASQs）事務局
〒231  横浜市中区山手町27-5-411

株式会社 フォーサイト内

Phone 045-224-4974／F a x . 0 4 5 - 2 2 4 - 4 9 5 6

URL h t t p : / / w w w . f s i g h t . c o . j p / a s q s /

E-Mail info-asqs@fsight.co.jp

© 1996 The ForeSight Inc.

Apple、Appleロゴは、米国アップルコンピュータ社の登録商標です。

Macintosh、AppleScriptは、米国アップルコンピュータ社の商標です。

DataScriptは、株式会社フォーサイトの登録商標です。

その他記載の会社名、製品名、ソフトウェア名は一般にその会社の登録商標または商標です。
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個人
登録

ASQs会員に登録される方（個人の場合はご本人、法人の場合は担当の方１名）

連絡先
（もし、あれば）

ローマ字

フリガナ

住　　所

E-Mailアドレス

〒（ ―　　）

印

ご記入日 年　　　　　月　　　　　日

１　男

２　女

Ｍ明治

Ｔ大正

Ｓ昭和

生　年　月　日

年　　　月　　　日

お申込区分

電話番号

FAX番号

１　個人　　／　　２　法人

フリガナ

フリガナ

ローマ字

お名前

フリガナ

ローマ字

※フォーサイト製品の登録ユーザには、ASQsの入会金が無料または割引になる特典がございます。

部署名

フリガナ

ローマ字

ローマ字

お申込

法人名

印

入会時に購入されるASQsクレジット

□の中にチェック印をお入れ下さい。

□ なし □ ５クレジット

□ 10クレジット □ 20クレジット

フリガナ

法人
登録

AppleScript救急隊(ASQs) 入会申込書
AppleScript救急隊（ASQs） 事務局　御中

私は、下記記載の会員規約を承認の上、AppleScript救急隊（ASQs）の入会を申し込みます。

代表者
又は部署
責任者名

【AppleScript救急隊（ ASQs）会員規約】
1 .「A S Q sの会員資格は、個人に限定されます」 A S Q sの会員資格は、お申込区分が個人であるか法人であるかにかかわらず、A S Q s会員に登録された個人に限定され、「A S Q s会員資格

認定書」に明記された登録者に限りA S Q sのサービスを受けることができます。

2 .「A S Q sの情報はA S Q s会員だけに提供されます」 A S Q sから提供される情報（文書だけでなく、スクリプト、ソリューション、およびプログラムなどを含みます。以下同一）は、特

に公開情報である旨が明示されていない限り、A S Q s会員だけに使用許諾されるものであり、A S Q s会員は、A S Q s会員本人以外の第三者（同一組織内である場合を含みます）にこれら情報を

開示しまたは使用させることはできません。A S Q sから提供される情報を、方法または形式の如何にかかわらず第三者に開示しようとする場合には、A S Q s会員は、事前にA S Q s事務局の文書

による承認を得る必要があります。

3 .「すべての情報には著作権があります」 特に著作権を放棄する旨が明示されていない限り、A S Q sが提供する情報およびサードパーティのアプリケーションにはそれぞれ著作権が存

在し、日本および関係各国の著作権法ならびに国際条約により保護されています。A S Q s会員は、それらの権利が各権利者に帰属することを十分理解し、これらの権利を絶対に侵害してはな

りません。

4 .「A S Q sは、個別アプリケーションをサポートする組織ではありません」 A S Q sは、A S Q s会員がA S Q sからスクリプト・レベルでのサポートを受けるアプリケーションの機能と使用

方法について、それらを十分に理解していることを前提として情報を提供します。

5 .「A S Q sへの加入手続」 A S Q sに加入するには、A S Q s所定の入会申込書に必要事項を記入・捺印の上、A S Q s事務局まで送付願います。お申込に基づいてA S Q s事務局から必要書類を郵

送しますので、期限までに、入会金と年会費および申込書で選択された「A S Q sクレジット」代金をお支払い下さい。これでA S Q s会員としての加入手続は完了です。

6 .「会員資格の有効期間」 A S Q s事務局への加入手続完了後に、A S Q s事務局からA S Q s会員の方に送付される「A S Q s会員資格認定書」に記載された期日から1 2か月間が、A S Q s会員とし

ての有効期間となります。

7 .「会員資格の更新」 A S Q s会員資格は、自動更新ではありません。A S Q s会員資格の有効期間満了の１か月以前までに、A S Q s事務局からA S Q s会員にA S Q s会員資格更新申込書が郵送さ

れますので、更新手続きをお願いします。

8 .「サービス条件の変更」 A S Q s事務局は、A S Q s会員への１か月以前の通知により、A S Q sのサービス内容、サービス方法、料金体系、規約その他のサービス条件を、随時変更すること

ができるものとします。

9 .「A S Q sが提供する情報に関する責任」 A S Q sが提供する情報は、すべてその提供時点でA S Q sが正しいと判断するものであり、万一その内容が事実と相違していても、A S Q sは何ら責

任を負うものではありません。また、A S Q sがA S Q s会員に提供するすべての情報は、飽くまでも可能性を提示するものであり、A S Q sは、いかなる意味においてもA S Q s会員に対し、明示的

あるいは黙示的な保証を行うものではありません。A S Q sが提供した情報によって、A S Q s会員にいかなる損害が生じた場合であっても、A S Q sは何らの責任を負うものではありません。

1 0 .「A S Q s会員資格喪失後の義務」 A S Q s会員は、その事由を問わずA S Q s会員資格喪失後も、本規約第２条および第３条については、これを遵守する義務が存続するものとします。

1 1 .「A S Q s規約違反」 A S Q s会員が本規約第１条ないし第３条に違反した事実が判明した場合、A S Q s事務局は、該当するA S Q s会員（以下「違反会員」といいます）にその旨を通知する

ことにより、違反会員または違反会員を含む法人をA S Q s会員から除名し、かつ違反会員または違反会員を含む法人に対する一切のサービスの提供を即時無条件にて停止すると共に、違反会

員名および違反会員を含む法人名を公表し、当該違反によってA S Q sに生じた損害の賠償を請求するなどの必要措置をとることができるものとします。なお、A S Q s会員資格喪失後に、

元A S Q s会員が本規約第1 0条に違反した事実が判明した場合にも、A S Q s事務局は、本条に準ずる措置を講じることができるものとします。 以上

登録製品名
フォーサイト製品

登録ユーザの場合 ※

※本ページをプリントアウトし、必要事項を全てご記入の上、郵便又はF A Xにて、A S Q s事務局までご送付下さい。

送付宛先は、前ページ「連絡先」をご参照下さい。

登録シリアルNo.
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F A X :

0 4 5 - 2 2 4 - 4 9 5 6
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